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証券コード 6696
（発送日） 2026年４月８日

（電子提供措置の開始日） 2026年４月１日
株 主 各 位

神奈川県横浜市西区北幸二丁目９番30号
横浜西口加藤ビル２階

株式会社トラース・オン・プロダクト
代 表 取 締 役 社 長 藤 吉 英 彦

第32期 定時株主総会招集ご通知

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、当社第32期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますのでご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）に

ついて電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサイトに掲載しておりま
すので、いずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申し上げま
す。

【当社ウェブサイト】
https://www.traas.co.jp/ir/

【東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「トラース・オン・プロ
ダクト」又は「コード」に当社証券コード「6696」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類／
PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確
認ください。）

当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面等によって議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら「株主総会参考書類」をご検討のうえ、2026年４月22日（水曜日）午
後６時までに議決権を行使くださいますようお願い申し上げます。

敬 具
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記
1. 日 時：2026年４月23日（木曜日） 午前10時（午前９時受付開始）
2. 場 所：神奈川県横浜市西区高島二丁目13番12号

崎陽軒本店５階 宴会場 マンダリン（イースト）
3. 目 的 事 項：

報 告 事 項 １．第32期（2025年２月１日から2026年１月31日まで）事業報告及び連結計算書類の内
容並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第32期（2025年２月１日から2026年１月31日まで）計算書類の内容報告の件
決 議 事 項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）２名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
第３号議案 会計監査人選任の件

4. 招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
（1）議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱

いいたします。
（2）代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方１名を代理人として株主総会にご

出席いただけます。ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますのでご了承ください。
（3）議決権の不統一行使をされる場合は、株主総会の日の３日前までに議決権の不統一行使を行う旨とその理

由を書面により当社にご通知ください。
以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト及び東証ウェブサイトにおい
て、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。

◎会社法改正により、電子提供措置事項について前頁の各ウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認いただくこと
を原則とし、基準日までに書面交付請求をいただいた株主様に限り書面でお送りすることとなりましたが、本
株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお送りい
たします。なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づ
き、お送りする書面には記載しておりません。
・連結計算書類の「連結注記表」
・計算書類の「個別注記表」
したがいまして、当該書面に記載している連結計算書類、計算書類は、会計監査人が会計監査報告を、監査等
委員会が監査報告書を作成する際にして監査をした対象書類の一部であります。
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議決権の行使についてのご案内
「株主総会参考書類」をご参照のうえ、以下のいずれかの方法にて議決権を行使してくださいますようお願い申
し上げます。

株主総会の議決権行使を事前に行使いただける株主様

行使期限

2026年４月22日（水）
午後６時までに到着

郵送
議決権行使書用紙に賛否を記入し、ご返送く
ださい。議決権行使書面において、議案に賛
否の表示がない場合は、賛成の意思表示をさ
れたものとして取り扱わせていただきます。

…………………………………………………………………………

行使期限

2026年４月22日（水）
午後６時まで

インターネット
議決権行使サイト（https://evote.tr.mufg.jp/）
にアクセスしていただき、賛否をご入力ください。

株主総会にご出席の株主様

株主総会開催日時

2026年４月23日（木）
午前10時

議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。
※末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照くだ
さい。
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インターネットによる議決権行使のお手続きについて
インターネットにより議決権を行使される際は、次の事項をご確認の上、パソコン、スマートフォン又は
タブレットから、議決権行使サイトにアクセスし、画面の案内に従って行使してくださいますようお願い
申し上げます。

ご注意事項
⃝�午前２時30分から午前４時30分までの間はご利用いただけません。
⃝�複数回にわたり行使された場合の議決権の取扱い
（1）�議決権行使書用紙の郵送とインターネットの双方により

重複して議決権を行使された場合は、インターネット
による議決権行使の内容を有効とさせていただきます。

（2）�インターネットにより複数回にわたり議決権を行使さ
れた場合は、最後に行使された内容を有効とさせてい
ただきます。

⃝�インターネット接続料、通信料等、議決権行使サイトへのア
クセスに際して発生する費用は株主様のご負担となります。

⃝ システム等に関するお問い合わせ ⃝

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部（ヘルプデスク）
0120-173-027（午前9時〜午後9時、通話料無料）

QRコードを読み取る方法
（スマートフォン・タブレット等から）

「ログインID」「仮パスワード」を
入力する方法

1�議決権行使サイトへアクセス
https://evote.tr.mufg.jp/

2�画面の案内に従い、議案の賛否をご入力ください。

1�議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを
読み取ってください。

同封の議決権行使書用紙副票（右側）に記載された
「ログイン用QRコード」を読み取りいただくことで、
ログインいただけます。
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。 以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

2�お手元の議決権行使書用紙の副票（右側）に記載さ
れた「ログインID」および「仮パスワード」を入力

「ログイン」
をクリック

「次の画面へ」をクリック
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事 業 報 告
自
至

2025
2026

年
年

２
１

月
月

１
31

日
日

1. 企業集団の現況に関する事項
（1）当連結会計年度の事業の状況

① 事業の経過及びその成果
当連結会計年度における我が国経済は、雇用並びに所得環境の改善や、インバウンド需

要の継続的な拡大等に支えられ、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、
高止まりする物価や人件費等のコスト上昇に加え、為替・金融資本市場の変動、米国の政
策動向、更には中東・ウクライナ情勢の長期化をはじめとする地政学リスクの高まり等に
より、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。
このような状況のもと、当社グループは、過去からのBtoB市場に向けた単なるモノの

販売から脱却し、成長方針に掲げるBtoB市場に向けたモノづくりを基盤としたSaaS月額
課金型サービスを主力事業とすべく、継続して経営資源を同事業へ集中し事業転換を図っ
ております。
当連結会計年度につきましては、TRaaS事業においてデジタルサイネージプラットフォ

ーム「CELDIS」の大手携帯キャリアショップ約2,000店舗への設置が完了し月額収益の
積み上げが本格化したことや、2025年８月の株式会社アクスト東日本の完全子会社化に
よる売上寄与などにより、グループ全体の売上高は増加いたしました。一方で、世界的な
半導体供給逼迫に伴う受注型Product事業の一部大型案件の来期への期ズレや、AI電力削
減ソリューション「AIrux8」の戦略見直しに伴うプロジェクト進行の長期化、並びにテ
クニカルサービス事業における前期大型開発案件の反動減等により、利益面では影響を受
ける結果となりました。
以上の結果、当連結会計年度の売上高は485,942千円、営業損失は36,148千円、経常

損失は35,494千円、親会社株主に帰属する当期純損失は61,633千円となりました。
なお、当連結会計年度より連結計算書類を作成しているため、前年同期との比較分析は

行っておりません。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。
（TRaaS事業）
TRaaS事業の当連結会計年度におきましては、主にAI電力削減ソリューション
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「AIrux8」、流通小売店舗を対象としたDX店舗活性プロダクト「店舗の星」、デジタルサイ
ネージプラットフォーム「CELDIS」を中心として、BtoB市場に向けたモノづくりを基盤
としたSaaS月額課金型サービスを推進いたしました。
デジタルサイネージプラットフォーム「CELDIS」は、大手携帯キャリアショップ約

2,000店舗への設置が第３四半期に完了したことに伴い、当連結会計年度を通じて月額収
益の積み上げが本格化し、連結業績に大きく貢献いたしました。また、流通小売店舗向け
DX製品「店舗の星」は、海外店舗を中心に安定的に推移いたしました。更に、現在の導入
国以外の新規海外市場や国内への展開に向け、その導入効果を最大化するべく、来店され
るお客様から直接商品評価を取得できる「お客様レビューアプリ」（流通小売店舗様の既存
会員アプリへアドオン可能な機能）の開発を推進いたしました。
「AIrux8」につきましては、中規模以上の案件においてエネルギー削減とビル全体のDX

化が同時に求められることがほとんどであり、案件あたりの売上・利益の大幅な増加が見
込める一方で、プロジェクトの進行スピードが停滞する状況が続いておりましたが、
「AIrux8」を単なる省エネ商品・サービスにとどまらず、AIを利用した顧客課題解決型の
DXソリューションへと提供価値を進化させるべく、営業及び開発戦略の抜本的な見直しを
実施いたしました。来期に向けて、DXソリューションプラットフォームとして「AIrux」
をブランド化し、シナジーを有する各分野の専門パートナーとの協業体制を構築すること
で、「特異性(OnlyOne)」と「得意性(Specialty)」を武器とした営業戦略を展開してまい
ります。
以上の結果、売上高は143,162千円、セグメント利益は69,024千円となりました。

（受注型Product事業）
受注型Product事業の当連結会計年度におきましては、インバウンド需要の拡大に伴う

ホスピタリティ市場の回復を受けて、主にホテル、飲食店等からの引き合いによる大型の
STB開発納品案件が進行し、順次納品が完了いたしました。また、株式会社アクスト東日
本が完全子会社として当社グループに合流したことで、同社が長年にわたって構築してき
た延べ1,500社に及ぶ幅広い顧客ネットワークを活用し、顧客が抱える個別ニーズや現場
課題に応じた最適なIoT製品のクロスセルやソリューション展開が可能となり、第３四半期
より通期を通じて連結業績へ大きく寄与いたしました。
一方で、期末にかけて、世界的なAI向け需要急増に伴うメモリー半導体の供給逼迫等の

影響を受け、第４四半期に納品を予定しておりました一部の大型STB案件において製品納
期の不確実性による調整が発生し、売上計上が来期へずれ込む結果となりました。
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以上の結果、売上高は219,019千円、セグメント利益は116,218千円となりました。

（テクニカルサービス事業）
テクニカルサービス事業の当連結会計年度におきましては、前期より継続していた大型

のシステム開発案件が第４四半期において終了したことに伴い、開発工数が減少したこと
による反動減の影響を受けましたが、エンジニア派遣事業においては、引き続き安定した
収益を確保し、堅調に推移いたしました。
以上の結果、売上高は123,761千円、セグメント利益は36,860千円となりました。

② 設備投資の状況
当連結会計年度における設備投資等の総額は36,893千円であります。その主な内容は、

販売用ソフトウエア（33,044千円）であります。

③ 資金調達の状況
当連結会計年度において、既発行の第６回新株予約権の権利行使が行われ、資本金及び

資本準備金がそれぞれ240千円増加しております。

④ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はありません。
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（2）財産及び損益の状況
財産及び損益の状況の推移

区 分
第 32 期

（当連結会計年度）
（2026年１月期）

売 上 高（千円） 485,942

経 常 損 失 （△）（千円） △35,494
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 （△）（千円） △61,633

１株当たり当期純損失（△） （円） △12.77

純 資 産（千円） 350,916

総 資 産（千円） 564,305
（注）１．１株当たり当期純損失は自己株式を控除した期中平均発行済株式総数により算出しております。

２．当連結会計年度より連結計算書類を作成しているため、それ以前については記載しておりません。

（3）重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 出 資 比 率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社アクスト東日本 5,000千円 100.00 コードレス呼び出しチャイムの卸売事業
（注）当連結会計年度において新たに取得し、2025年８月29日に同社を連結子会社といたしました。

（4）対処すべき課題
当社グループでは、中長期的に継続した成長を実現し、企業価値の最大化を図るうえで、

以下の項目を対処すべき重要な経営課題として考えております。
① 販路の拡大及び収益の最大化

当社グループが更なる事業成長に向けて販売力を強化するためには、自社人員の営業リ
ソースを、顧客の潜在的な課題を解決する提案型営業や、グループ間シナジーを活かした
複合的な提案に特化するなど、営業活動の質的向上と効率化を図ることが重要であると認
識しております。具体的には、各業界の現場課題に精通し、当社商材の付加価値を最大化
できる専門パートナーとの協業体制の構築や、新たな価値創出が見込める他企業との業務
提携を推進し、新たな市場及び新規顧客の開拓を加速させてまいります。
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同時に、これまで関係を構築してきた既存顧客に対しても、それぞれの課題解決に繋が
る当社グループの他の製品・サービスを継続的に追加提案（クロスセル）していくこと
で、新規開拓と既存顧客の深耕の両面から、販路の拡大とグループ全体の収益最大化に努
めてまいります。

② 顧客満足度及び品質の向上
当社グループは、製品の開発から製造まで一気通貫で提供しており、顧客が要求する機

能と価格を満たす最適な製品・サービスの提供が可能です。製品・サービスの品質向上と
顧客満足度を高めるために、当社では優秀な人材の確保と社内教育を拡充し、また、製品
の製造コスト削減のため、部材等の供給先の複数化を図ってまいります。
また、品質向上を目指してISO9000シリーズの他、ISO27000シリーズの認証取得も

行っております。今後も顧客に対して適切な品質水準の製品・サービスの提供と顧客に対
する価値提供レベルを向上させるため、同認証を維持すると共に、新たな認証取得も目指
し、品質向上を図ってまいります。

③ 研究開発の強化
既存の製品・サービス向けに開発したソフトウエアは、他の分野でも利用される製品・

サービスのソフトウエア開発にも応用させることができます。そのため、数多くのソフト
ウエアを開発することで、新規開発が早期化でき、また、様々な顧客ニーズに応えること
ができるようになると考えております。
また、近年、様々なOSやアプリケーションソフトが誕生しており、それらと連動させ

た製品・サービスに対する需要が増加傾向にあります。
そのため、当社グループでは、研究開発を強化し、ソフトウエアの開発スピードの向

上、リードタイム短縮化を目指し、また、複数の顧客ニーズに共通する機能を標準的な機
能として製品・サービスに実装させることで、確実に新規顧客を取り込んでまいります。

④ 優秀な人材の育成と生産性の最大化
当社グループは、今後の更なる成長のために、開発部門及び営業部門を中心に優秀な人

材の育成が重要な課題であると認識しております。そのため、既存社員の能力及びスキル
の底上げ、定着を図るために社内教育の拡充や定期的な人事評価制度や報酬制度の見直し
等を行ってまいります。また、生産性を最大化させるために、個々の持つポテンシャルを
最大限発揮できるよう、就業環境の最適化や人事制度の拡充に取り組んでまいります。
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⑤ 内部統制及びガバナンスの強化
当社グループは、持続的に健全な成長を果たすためには、当社グループの内部統制並び

にガバナンスの一層の強化が不可欠であると認識しております。そのため、監督強化のた
めに内部監査室を設け、その強化に取り組んでおります。また、内部統制レベルの向上を
継続的に図ると共に、事業推進に必要な意思決定の迅速化にも邁進してまいります。

（5）主要な事業内容（2026年１月31日現在）
当社グループは、「お客様への “真の価値提供” を第一に モノづくりを通じVirtualと

Realを融合 最適化した新しい社会の礎を創造する」を経営理念とし、モノは買う物から、
サービス提供に付帯するプラットフォームになるべきであり、モノの価値は物体価値になく
サービス価値にあると考えております。当社グループは、本当に求められる製品を０から組
上げられる調合士として、今後の社会が待ち望んでいるサービス価値を提供しております。

① TRaaS事業
BtoB市場向けに、お客様の価値を最大化させるための適切なIoTソリューションと最適

なモノの選定をし、そのモノを起点としたSaaSサービスを提供しております。モノは、
ファブレス型で自社設計開発した製品特性に応じた海外ネットワークを選定することによ
り、価格競争力のある製品となっております。お客様がIoT、DXを進めるうえでのモノの
導入コストの高さを、当社グループのテクノロジーで解消すべく、今後SaaSサービスを
更に拡充してまいります。

② 受注型Product事業
IoT技術を用いた製品・ソリューションの企画、設計、製造からの運用・保守サポート

まで完全垂直統合を実現し、お客様（VAR※）が望む製品を柔軟に提供しております。
※VAR：Value Added Reseller 付加価値再販パートナー
当社グループ製品に価値を付加し再販する事業者をVARとして、VARと協業すること

で事業拡大を図っております。VARが当社グループ製品に価値を付加し、様々なマーケッ
トや顧客に横展開することで、当社グループ製品は新たなマーケットに拡販されておりま
す。
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③ テクニカルサービス事業
基幹業務システム等のアプリケーションソフトウェアの受託開発、システム運用に必要

なパソコンやサーバー等の提供及びメンテナンス、開発したソフトウェア・システムのメ
ンテナンスや常駐型保守に向けたエンジニア派遣サービスを提供しております。

サービス区分ごとの主要製品及びサービスは以下のとおりです。
サ ー ビ ス 区 分 主 要 製 品 ・ サ ー ビ ス

T R a a S 事 業
AI電力削減ソリューションサービス「AIrux8」
流通小売店向けDX製品「店舗の星」
LEDサイネージ及びサイネージ配信プラットフォーム「CELDIS」

受 注 型 Product 事 業 「STB」
ウェアラブルデバイス「Cygnus２」・ コードレス呼び出しチャイム

テクニカルサービス事業 システム受託開発・保守サービス
エンジニア派遣サービス

（6）主要な事業所（2026年１月31日現在）
① 当社

本社 神奈川県横浜市
② 主要な子会社

株式会社アクスト東日本 神奈川県海老名市

（7）使用人の状況（2026年１月31日現在）
企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前連結会計年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

25名 ― 名 42.8歳 ８年６ヶ月
（注） 使用人数は就業人員であり、派遣社員及びアルバイトを含んでおりません。

（8）その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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2. 株式に関する事項
（1）発行可能株式総数 8,000,000株
（2）発行済株式の総数 4,826,991株（自己株式111株を含む）
（注） 新株予約権の権利行使により発行済株式の総数は2,000株増加しております。

（3）株主数 3,579名
（4）大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数（株） 持 株 比 率（％）

藤 吉 英 彦 825,000 17.09

W O R L D F P T E . L T D . 440,000 9.11

寺 山 隆 一 158,000 3.27

前 川 昌 之 155,000 3.21

久 幾 田 守 弘 152,100 3.15

藤 吉 一 彦 94,400 1.95

ＮＯＭＵＲＡ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＰＬＣ Ａ／Ｃ ＪＡＰＡＮ ＦＬＯＷ 82,200 1.70

渡 邉 昭 76,500 1.58

株 式 会 社 NSC ホ ー ル デ ィ ン グ ス 70,100 1.45

モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券株式会社 61,800 1.28

（注） 持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。
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3. 新株予約権等に関する事項
（1）当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株

予約権の状況
名 称 第13回新株予約権

保有人数 監査等委員でない取締役（社外役員を除く） ３名

保有する新株予約権の数 3,000個

新株予約権の目的となる株式の種類と数 普通株式 300,000株

新株予約権の発行価額 １個当たり 300円

新株予約権の行使価格 １株当たり 505円

新株予約権の行使期間 2024
2033

年
年

５
４

月
月

１
30

日から
日まで

新株予約権の主な行使条件 （注）

（注）1. 新株予約権の割当てを受けたもの（以下、「新株予約権者」という。）は、2026年１月期から2030
年１月期までのいずれかの期において、当社の有価証券報告書に記載される監査済みの損益計算書
（連結損益計算書を作成している場合には連結損益計算書）の売上高が、1,000百万円を超過した場
合にのみ、これ以降本新株予約権を行使することができる。なお、上記における売上高の判定に際
しては、適用される会計基準の変更や当社の業績に多大な影響を及ぼす企業買収等の事象が発生し
当社の損益計算書（連結損益計算書を作成している場合には連結損益計算書）に記載された実績数
値で判定を行うことが適切ではないと取締役会が判断した場合には、当社は合理的な範囲内で当該
企業買収等の影響を排除し、判定に使用する実績数値の調整を行うことができるものとする。

2. 新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時において、当社又は当社関係会社の取締役、監査役又
は使用人であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由がある
と取締役会が認めた場合は、この限りではない。

（2）当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はありません。

（3）その他新株予約権等に関する重要な事項
当事業年度において2016年１月14日に発行した第６回新株予約権の権利行使は完了して

おります。
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4. 会社役員に関する事項
（1）取締役の氏名等（2026年１月31日現在）

地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 藤 吉 英 彦
株式会社さんぽ路取締役
WORLD F PTE. LTD.取締役
TRANZAS Asia Pacific Pte. Ltd. Director
株式会社アクスト東日本代表取締役社長

取 締 役 青 栁 貴 士 CFO
株式会社アクスト東日本取締役

取 締 役 鈴 江 泰 仁 営業担当
株式会社アクスト東日本取締役

取 締 役
（監 査 等 委 員） 岡 安 俊 英

公認会計士
岡安総合会計事務所所長
株式会社松村組社外監査役
MUSVI株式会社社外監査役
株式会社スピック社外取締役
Tebiki株式会社社外監査役
株式会社アクスト東日本監査役

取 締 役
（監 査 等 委 員） 佐 々 木 豊

株式会社ビザライト代表取締役
株式会社ビザライトワークス代表取締役
株式会社松屋アールアンドディ社外取締役

取 締 役
（監 査 等 委 員）

原 口 昌 之

弁護士・公認会計士
英和法律事務所所長
株式会社早稲田アカデミー取締役（監査等委員）
MRT株式会社社外監査役
サイプレス・ホールディングス株式会社社外監査役

（注）1. 取締役（監査等委員）岡安俊英氏、佐々木豊氏及び原口昌之氏は、社外取締役であります。
2. 取締役（監査等委員）岡安俊英氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当

程度の知見を有するものであります。
3. 取締役（監査等委員）原口昌之氏は、弁護士及び公認会計士の資格を有しており、法務、財務及び

会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
4. 監査等委員会が主体となり内部統制システムを通じた組織的な監査を実施しているため、必ずしも

常勤者の選定を必要としないことから、常勤の監査等委員を選定しておりません。
5. 当社は、取締役（監査等委員）岡安俊英氏、佐々木豊氏及び原口昌之氏を東京証券取引所の定めに

基づく独立役員として指定しております。
（2）責任限定契約の内容の概要

当社と非業務執行取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項
の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度
額は、法令で定める最低責任限度額としております。
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（3）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間

で締結しております。当該保険契約の被保険者の範囲は、当社及び当社子会社の役員、執行
役員及び管理職従業員であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約によ
り、被保険者がその地位に基づいて行った行為に起因して損害賠償請求された場合の法律上
の損害賠償金及び訴訟費用が塡補されることとなります。なお、当該役員等賠償責任保険契
約のうち、特定の事由又は行為において保険金を支払わない場合及び支払限度額について定
めることで、職務の執行の適正性が損なわせないようにするための措置を講じております。

（4）取締役の報酬等
① 役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社の役員の固定報酬の限度額は、2020年４月22日開催の第26期定時株主総会にお
いて、取締役（監査等委員である取締役を除く。）については年額100,000千円以内、
2018年４月17日開催の第24期定時株主総会において、監査等委員である取締役の報酬
額を年額30,000千円以内と決定しております。
当社は、役員報酬等に関する事項について当該決定方針を役員報酬規程により定め、取

締役会にて決議しております。企業価値の持続的な向上に資するよう、経営環境、当社の
業績等に十全の配慮を尽くしたうえで決定するものとし、個々の取締役の報酬の決定に際
しては各職責を踏まえた適正な水準とすることを基本方針としております。また、取締役
会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定方法及び
決定された報酬内容が、当該決定方針と整合していることを確認しており、当該決定方針
に沿うものであると判断しております。
取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容の概要は次のとおりであります。

ａ．基本方針
報酬の構成については、通常は固定報酬としての基本報酬と業績に連動する業績連動

報酬を支払うこととしておりますが、必要に応じて非金銭報酬等を支給することを妨げ
ないものとしております。

ｂ．基本報酬に関する方針
基本報酬については、月例の固定報酬とし、個人別の報酬額については役位、職責、

在任年数、他社水準、経営環境、当社の業績等を総合的に勘案して決定することとして
おります。業績連動報酬については、各事業年度における営業利益の一定割合を原資と
し、個人別の報酬額については、業績連動報酬原資に役位、職責、業績貢献度等を総合
的に勘案して決定することとしております。取締役（監査等委員である取締役を除く。）
の個人別の報酬額については、取締役会における協議に基づき代表取締役社長がその具
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体的内容について委任を受けて決定することとしており、監査等委員である取締役の個
人別の報酬額については、監査等委員である取締役の協議により決定することとしてお
ります。

ｃ．非金銭報酬等に関する方針
非金銭報酬等については、有償新株予約権とし、当該有償新株予約権の支給並びに内

容及び数の算定方法については、経営環境、当社の業績等に十全の配慮を尽くしたうえ
で決定することとし、個人別の割当て数については役位、職責、在任年数、他社水準、
経営環境、当社の業績等を総合的に勘案し、取締役会における協議により決定すること
としております。

② 当事業年度に係る報酬等の総額等

区 分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬 業績連動

報酬等
非金銭
報酬等

取 締 役
（うち社外取締役）

64,100
(―)

64,100
(―)

―
(―)

―
(―)

３
(―)

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

8,400
(8,400)

8,400
(8,400)

―
(―)

―
(―)

３
(３)

合 計
（うち社外役員）

72,500
(8,400)

72,500
(8,400)

―
(―)

―
(―)

６
(３)

（注）1. 取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、第26期定時株主総会において年額100,000千円以内
と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員を除く）の員数は４名で
す。また、取締役（監査等委員）の報酬限度額は第24期定時株主総会において年額30,000千円以内
と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員）の員数は３名です。

2. 取締役会は、代表取締役社長藤吉英彦に対し各取締役の基本報酬の額及び社外取締役を除く各取締
役の担当部門の業績等を踏まえた評価配分の決定を委任しております。委任した理由は、当社全体
の業績等を勘案しつつ各取締役の担当事業について評価を行うには代表取締役社長が適していると
判断したためであります。なお、委任された内容の決定にあたっては、事前に取締役会がその妥当
性について確認しております。

③ 当事業年度において支払った役員退職慰労金
該当事項はありません。

④ 社外役員が親会社等又は親会社等の子会社等（当社を除く）から受けた役員報酬等の総
額
該当事項はありません。
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（5）社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

取締役（監査等委員）である岡安俊英氏は、岡安総合会計事務所の所長、株式会社松村
組の社外監査役、MUSVI株式会社の社外監査役、株式会社スピックの社外取締役及び
Tebiki株式会社の社外監査役を兼任しております。当社と同事務所及び各社との間には特
別の関係はありません。
取締役（監査等委員）である佐々木豊氏は、株式会社ビザライトの代表取締役、株式会

社ビザライトワークスの代表取締役及び株式会社松屋アールアンドディの社外取締役を兼
任しております。当社と各社との間には特別の関係はありません。
取締役（監査等委員）である原口昌之氏は、英和法律事務所の所長、株式会社早稲田ア

カデミーの取締役（監査等委員）、MRT株式会社の社外監査役及びサイプレス・ホールデ
ィングス株式会社の社外監査役を兼任しております。当社と同事務所及び各社との間には
特別の関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況
区 分 氏 名 出 席 状 況 、 発 言 状 況 及 び

社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

社外取締役
（監査等委員） 岡 安 俊 英

岡安俊英氏は、社外取締役に就任以降、公認会計士としての豊富
な経験と幅広い見識に基づき、当社の経営に対する実効性の高い
監督等に十分な役割・責務を果たしております。当事業年度開催
の取締役会12回の全て、監査等委員会12回の全てに出席しまし
た。独立した立場から内部監査部門への指導を行い、また、監査
等委員長として監査等委員会を主導しました。

社外取締役
（監査等委員） 佐 々 木 豊

佐々木豊氏は、社外取締役に就任以降、企業経営者としての豊富
な経験と幅広い見識に基づき、当社の経営に対する実効性の高い
監督等に十分な役割・責務を果たしております。当事業年度開催
の取締役会11回、監査等委員会11回に出席しました。企業経営
で培われた深い知見を活かし、当社のコーポレート・ガバナンス
の向上に大いに寄与しました。

社外取締役
（監査等委員） 原 口 昌 之

原口昌之氏は、社外取締役に就任以降、法律の専門家としての豊
富な経験と幅広い見識に基づき、当社の経営に対する実効性の高
い監督等に十分な役割・責務を果たしております。当事業年度開
催の取締役会12回の全て、監査等委員会12回の全てに出席しま
した。弁護士としての専門的見地から、取締役会の意思決定の妥
当性・適正性を確保するための発言を積極的に行いました。
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5. 会計監査人に関する事項
（1）会計監査人の名称

そうせい監査法人

（2）会計監査人の報酬等
① 当社が支払うべき報酬等の額 16,260千円
② 当社及び当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その

他の財産上の利益の合計額
16,260千円

（注）1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会
計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2. 監査等委員会は会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況や報酬見積もりの算出根拠
などを確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行って
おります。

（3）会計監査人の解任又は不再任の決定方針
監査等委員会は、会計監査人の職務の遂行に支障がある場合、その他必要があると判断し

た場合には、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定い
たします。また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に
該当すると認められる場合は、監査等委員全員の同意により、会計監査人を解任いたしま
す。

（4）責任限定契約の内容の概要
当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限

定する契約を締結することができる旨の定款規定を設けておりますが、会計監査人との間に
責任限定契約は締結しておりません。
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6. 業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項
（1）業務の適正を確保するための体制整備

業務の適正を確保するための内部統制システムの整備に関する基本方針として、当社グル
ープが取締役会において決議した事項は次のとおりであります。
① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

コンプライアンス体制の構築・維持については、監査等委員である取締役による取締役
の業務執行の監視に加え、取締役社長の命を受けた内部監査担当者が、内部監査規程に基
づき、取締役及び使用人の職務の執行に関する状況の把握、監視等を定期的に行い、取締
役社長に報告しております。
また、法令や社内規程上疑義のある行為等についてその情報を直接受領する内部通報制

度を整備・運用しております。

② 取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理については、経営管理部を管掌する取締役

又は執行役員を担当役員とし、職務執行に係る情報を適切に文書又は電磁的情報により記
録し、文書管理規程に定められた期間保存・管理を行うものとしております。なお、取締
役は、これらの文書等を常時閲覧できるものとし、担当役員はその要請に速やかに対応す
るものとしております。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社グループは、取締役会がリスク管理体制を構築する責任と権限を有し、これに従い

リスク管理に係るコンプライアンス規程及び危機管理規程を制定及び改定し、潜在的リス
クの早期発見及び不正行為に対する迅速かつ適切な措置を講ずる体制の構築を進めており
ます。不測の事態が生じた場合には、取締役社長を委員長とする対策委員会を設置して、
開示を含む迅速な対応を行い、損害の拡大を防止する体制を整えております。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
取締役会は、全社的な事業計画を定めるものとし、各取締役及び執行役員は、計画達成

に向けて各部門が実施すべき具体的な数値目標及びアクションプランを定めるものとして
おります。これらの計画の達成に向けて予算管理を月次で行うほか、計画の進捗評価に用
いる主要な指標については、経営会議において情報共有されております。また、稟議・決
裁等のプロセスが明確化されているため、全ての業務レベルにおいて決定が迅速かつ適正
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に行われております。
このような機関ないし会議体の機能と業務プロセスにおける位置付けに関しては、全役

員及び社員の間で共通に認識されているため、計画の策定と推進、その進捗の評価が適正
に行われる体制が整っております。

⑤ 会社における業務の適正を確保するための体制
当社グループでは、取締役会が、当社の経営計画を決議し、経営管理部はその進捗状況

を毎月取締役会に報告すると共に、内部監査室が、当社グループの内部監査を実施し、そ
の結果を社長に報告することを内部監査計画として策定しております。

⑥ 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用
人に関する事項
内部監査担当者が協力すると共に、監査業務に必要な補助すべき特定の従業員として、

監査等委員会付を置きます。監査等委員会付は原則１名以上配します。
監査等委員会付の独立性を確保するため、当該従業員の任命、異動等人事権に係る事項

の決定には監査等委員会の事前の同意を得て行います。また、監査等委員会付の人事考課
については監査等委員の同意を得て行います。

⑦ 監査等委員でない取締役及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制その他の監
査等委員会への報告に関する体制
監査等委員でない取締役及び使用人は、重大な法令違反及び著しい損害を及ぼす恐れの

ある事実を知ったとき等は、遅滞なく監査等委員会に報告するものとします。
監査等委員及び監査等委員会は必要に応じていつでも取締役に対し報告を求めることが

できるものとします。
監査等委員会へ報告した者に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを行

うことを禁止すると共に、その旨を周知徹底しております。

⑧ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査等委員会が重要な意思決定のプロセスや業務の執行状況を効率的かつ効果的に把握

できるようにするため、監査等委員はいつでも取締役及び従業員に対して報告を求めるこ
とができ、取締役は社内の重要な会議への監査等委員の出席を拒めないものとしておりま
す。
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また、監査等委員は、内部監査担当者及び会計監査人と緊密に連携し、定期的に情報交
換を行うものとし、必要に応じて顧問弁護士との意見交換等を実施するものとしておりま
す。

⑨ 監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る）について生
じる費用の前払い、又は償還の手続きその他の当該職務の執行について生じる費用又は
債務の処理に係る方針に関する事項
監査等委員がその職務の執行について、当社に対し会社法第399条の２第４項に基づく

費用の前払い等を請求したときは、当該請求に係る費用又は債務が当該監査等委員の職務
の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理するもの
とします。また、当社は監査業務に係る費用について、必要に応じ、一定額の予算を確保
するものとしております。

⑩ 反社会的勢力排除に向けた体制
当社は、反社会的勢力との取引関係や支援関係を含め一切の接触を遮断し、反社会的勢

力からの不当要求は断固として拒絶するものとしております。反社会的勢力から経営活動
に対する妨害や加害行為、誹謗中傷等の攻撃を受けた場合は、経営管理部が対応を一元的
に管理し、警察等関連機関とも連携し、組織全体で毅然とした対応を行う体制を整えてお
ります。

⑪ 財務報告の信頼性を確保するための体制
「財務報告に係る内部統制の基本方針」を定めると共に、財務報告に係る内部統制が有
効に行われる体制の整備、維持、向上に努めております。

（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当事業年度における当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、次のと

おりであります。
① 内部統制システム全般

当社では、内部監査室による業務監査及び内部統制監査を通じて、内部統制システム全
般の整備、運用状況の評価及び改善を実施しております。
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② コンプライアンス
法令遵守体制の点検・強化を推進するため、「コンプライアンス規程」に基づき、コン

プライアンス担当役員を選任しております。また、コンプライアンス違反行為の発生を防
止すると共に、万が一これらの行為が発生した場合において当該事実を速やかに把握し、
適切に対処することを目的として、コンプライアンス相談窓口を社内に設置し、取り組み
を強化しております。

③ リスク管理
当社では、様々なリスクを一元的に予防、管理すること、またリスクが顕在化した場合

には、迅速かつ的確な対応をすることを目的として、「危機管理規程」を整備し、危機管
理担当取締役を選任しております。

④ 取締役の職務執行
当社は、「取締役会規程」に基づき、原則月１回の取締役会を開催し、法令又は定款に

定められた事項及び経営上の重要な事項の決議を行うと共に、取締役の職務執行の監督を
行っております。また、社外取締役を選任し、取締役会による当社取締役の職務執行の監
督機能を強化しております。
なお、当事業年度につきましては、取締役会を12回開催しております。

⑤ 監査等委員会
監査等委員会は、監査等委員の取締役会への出席及び監査等委員による経営会議その他

の重要な会議への出席及び取締役、使用人からのヒアリングを通じて、当社の内部統制の
整備、運用状況について確認を行うと共に、より健全な経営体制と効率的な運用を行うた
めの助言を行っております。
また、監査等委員会は会計監査人、内部統制担当部署など内部統制に係る組織と適宜情

報交換を行い、連携を保ちながら監査の実効性を確保しております。

7. 会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。
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連 結 貸 借 対 照 表
2026年１月31日現在

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）
流 動 資 産 435,369 流 動 負 債 90,711

現 金 及 び 預 金 279,254 買 掛 金 22,102
受取手形、売掛金及び契約資産 126,175 短 期 借 入 金 28,992
商 品 及 び 製 品 24,516 未 払 金 9,319
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 27 未 払 法 人 税 等 7,234
そ の 他 5,396 預 り 金 6,480
貸 倒 引 当 金 △1 未 払 費 用 5,065

固 定 資 産 128,936 そ の 他 11,515
有 形 固 定 資 産 11,697 固 定 負 債 122,678
建 物 575 長 期 借 入 金 122,678
工具、器具及び備品 83,466
減 価 償 却 累 計 額 △72,344 負 債 合 計 213,389

無 形 固 定 資 産 111,704 （純 資 産 の 部）
ソ フ ト ウ エ ア 41,382 株 主 資 本 349,702
ソフトウエア仮勘定 4,612 資 本 金 594,222
の れ ん 65,708 資 本 剰 余 金 539,848

投 資 そ の 他 の 資 産 5,534 利 益 剰 余 金 △784,122
敷 金 及 び 保 証 金 5,110 自 己 株 式 △246
そ の 他 423 新 株 予 約 権 1,213

純 資 産 合 計 350,916
資 産 合 計 564,305 負 債 純 資 産 合 計 564,305
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（自
至

2025
2026

年
年

２
１

月
月

１
31

日
日）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 485,942
売 上 原 価 263,838
売 上 総 利 益 222,103
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 258,252
営 業 損 失 36,148
営 業 外 収 益

受 取 利 息 422
為 替 差 益 1,536
そ の 他 279 2,238

営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,218
そ の 他 366 1,584

経 常 損 失 35,494
特 別 損 失

減 損 損 失 20,355
固 定 資 産 除 却 損 58 20,414

税 金 等 調 整 前 当 期 純 損 失 55,909
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 5,724 5,724
当 期 純 損 失 61,633
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 61,633
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

（自
至

2025
2026

年
年

２
１

月
月

１
31

日
日）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 593,982 539,608 △722,488 △246 410,856
当 期 変 動 額
新 株 の 発 行 240 240 − − 480
親 会 社 株 主 に
帰 属 す る 当 期 純 損 失 − − △61,633 − △61,633

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額） − − − − −

当 期 変 動 額 合 計 240 240 △61,633 − △61,153
当 期 末 残 高 594,222 539,848 △784,122 △246 349,702

新 株 予 約 権 純 資 産 合 計

当 期 首 残 高 1,216 412,073
当 期 変 動 額
新 株 の 発 行 − 480
親 会 社 株 主 に
帰 属 す る 当 期 純 損 失 − △61,633

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額） △3 △3

当 期 変 動 額 合 計 △3 △61,156
当 期 末 残 高 1,213 350,916

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

2026年03月25日 15時22分 $FOLDER; 26ページ （Tess 1.50(64) 20251126_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 26 ―

貸 借 対 照 表
2026年１月31日現在

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）
流 動 資 産 390,058 流 動 負 債 78,559

現 金 及 び 預 金 243,033 買 掛 金 18,450
受取手形、売掛金及び契約資産 117,553 短 期 借 入 金 28,992
商 品 及 び 製 品 24,239 未 払 金 7,356
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 27 預 り 金 6,352
そ の 他 5,205 未 払 費 用 4,955
貸 倒 引 当 金 △1 未 払 法 人 税 等 3,917

固 定 資 産 164,919 前 受 金 3,488
有 形 固 定 資 産 11,697 そ の 他 5,045
建 物 575 固 定 負 債 122,678
工具、器具及び備品 83,466 長 期 借 入 金 122,678
減 価 償 却 累 計 額 △72,344 負 債 合 計 201,237

無 形 固 定 資 産 45,424 （純 資 産 の 部）
ソ フ ト ウ エ ア 40,812 株 主 資 本 352,526
ソフトウエア仮勘定 4,612 資 本 金 594,222

投 資 そ の 他 の 資 産 107,796 資 本 剰 余 金 539,848
長 期 前 払 費 用 414 資 本 準 備 金 522,951
敷 金 及 び 保 証 金 4,181 そ の 他 資 本 剰 余 金 16,897
関 係 会 社 株 式 103,200 利 益 剰 余 金 △781,298

利 益 準 備 金 1,170
そ の 他 利 益 剰 余 金 △782,468
繰 越 利 益 剰 余 金 △782,468

自 己 株 式 △246
新 株 予 約 権 1,213
純 資 産 合 計 353,740

資 産 合 計 554,978 負 債 純 資 産 合 計 554,978
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

（自
至

2025
2026

年
年

２
１

月
月

１
31

日
日）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 453,657
売 上 原 価 246,681
売 上 総 利 益 206,976
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 242,561
営 業 損 失 35,585
営 業 外 収 益

受 取 利 息 422
為 替 差 益 1,536
そ の 他 111 2,069

営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,218
そ の 他 285 1,504

経 常 損 失 35,019
特 別 損 失

減 損 損 失 20,355
固 定 資 産 除 却 損 58 20,414

税 引 前 当 期 純 損 失 55,433
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 3,375 3,375
当 期 純 損 失 58,809
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（自
至

2025
2026

年
年

２
１

月
月

１
31

日
日）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合 計資本準備金 そ の 他

資本剰余金
資本剰余金
合 計

利 益
準備金

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当期首残高 593,982 522,711 16,897 539,608 1,170 △723,659 △722,488 △246 410,856
当期変動額
新株の発行 240 240 240 480
当期純損失 △58,809 △58,809 △58,809
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 240 240 − 240 − △58,809 △58,809 − △58,329
当期末残高 594,222 522,951 16,897 539,848 1,170 △782,468 △781,298 △246 352,526

新株予約権 純資産合計

当 期 首 残 高 1,216 412,073
当 期 変 動 額
新株の発行 480
当 期 純 損 失 △58,809
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △3 △3

当期変動額合計 △3 △58,332
当 期 末 残 高 1,213 353,740

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2026年３月18日
株式会社トラース・オン・プロダクト
取締役会 御中

そうせい監査法人
東京都千代田区

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 木 村 勝 治
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 久保田 寛 志

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社トラース・オン・プロダクトの2025年２

月１日から2026年１月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、株式会社トラース・オン・プロダクト及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間
の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法
人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人
としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開

示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における
取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は

その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その

他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払
うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事

実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計
すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断
される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的

専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。更に、意見表明の基礎とな
る十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制
を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書に
おいて連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事
項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企
業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかと共に、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算
書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監
査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する
指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告
を行う。
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監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策
を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためにセーフガードを適用している場合はそ
の内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。
以 上
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計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2026年３月18日
株式会社トラース・オン・プロダクト
取締役会 御中

そうせい監査法人
東京都千代田区

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 木 村 勝 治
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 久保田 寛 志

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社トラース・オン・プロダクトの

2025年２月１日から2026年１月31日までの第32期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監
査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと
認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の
倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開

示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における
取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ

の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他

の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこ
とにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事

実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的

専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。更に、意見表明の基礎とな
る十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検
討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書にお
いて計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適
切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、
監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として
存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかと共に、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が
基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告
を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策
を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためにセーフガードを適用している場合はそ
の内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書
監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2025年２月１日から2026年１月31日までの第32期事業年度における取締役の職務の
執行について監査いたしました。その方法及び結果を以下のとおり報告いたします。

1. 監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並

びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築
及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明すると共に、下記の方
法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等の基準に準拠し、第32期監査計画に基づき、監査の方針、

職務の分担等に従い、会社の内部監査部門と連携のうえ、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等
からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧
し、会社の業務及び財産の状況を調査しました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証すると共に、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会
計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各
号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の
通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書並びに計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

2. 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

② 取締役の職務の執行に関して、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると共に、その運用状況に係る事業報告の
記載内容は適切であり、内部統制システムの構築・運用に関する取締役の職務の執行について、指摘
すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人であるそうせい監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人であるそうせい監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2026年３月24日 株式会社トラース・オン・プロダクト 監査等委員会
監 査 等 委 員 岡 安 俊 英 ㊞
監 査 等 委 員 佐々木 豊 ㊞
監 査 等 委 員 原 口 昌 之 ㊞

（注）監査等委員岡安俊英、佐々木豊及び原口昌之は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。
以 上
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）２名選任の件
取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ）全員は、本総会終結の

時をもって任期満了となります。つきましては取締役２名の選任をお願いいたしたいと存じま
す。なお、本議案に関しましては、監査等委員会は全ての取締役候補者について適任であると判
断しております。
取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

株式の数

１
再任
ふじ よし ひで ひこ

藤 吉 英 彦
（1973年５月２日生）

1995年１月 有限会社アイ・ディー・ディー（現当社）設
立 代表取締役社長（現任）

2012年５月 北京大学EMBAコース修了
2013年８月 株式会社さんぽ路取締役（現任）
2016年２月 WORLD F PTE. LTD.取締役（現任）
2017年２月 TRANZAS Asia Pacific Pte.Ltd. Director

（現任）
2025年８月 株式会社アクスト東日本代表取締役社長

（現任）

825,000株

２
再任
あお やぎ たか し

青 栁 貴 士
（1974年４月１日生）

2004年９月 アイ・ティー・シーネットワーク株式会社
（現コネクシオ株式会社）入社

2007年11月 ヤフー株式会社（現LINEヤフー株式会社）
入社

2008年９月 株式会社シーエー・モバイル（現株式会社
CAM）入社

2014年６月 株式会社ニュース・サービス・センター入社
2014年12月 同社取締役
2015年４月 株式会社NSCホールディングス取締役
2020年４月 当社取締役CFO（現任）
2025年８月 株式会社アクスト東日本取締役（現任）

ー 株

※１ 各取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
※２ 当社は取締役全員を被保険者とする役員等賠償責任保険契約を締結しており、被保険者である取締役がそ

の職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのあ
る損害が填補されます。なお、各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者となり、任
期中に当該保険契約を同内容で更新する予定であります。
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第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
監査等委員である取締役全員は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては

監査等委員である取締役３名の選任をお願いいたしたいと存じます。
なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。
監査等委員である取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

株式の数

１

再任
社外
おか やす とし ひで

岡 安 俊 英
（1982年11月12日生)

2005年８月 TAC株式会社入社
2008年10月 あずさ監査法人（現 有限責任 あずさ監査法

人）入所
2009年11月 公認会計士登録
2014年１月 岡安総合会計事務所所長（現任）
2016年６月 株式会社松村組社外監査役（現任）
2018年４月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）
2022年 8 月 MUSVI株式会社社外監査役（現任）
2023年10月 株式会社スピック社外取締役（現任）
2024年４月 Tebiki株式会社社外監査役（現任）
2025年８月 株式会社アクスト東日本監査役（現任）

― 株

２

再任
社外
はら ぐち まさ ゆき

原 口 昌 之
（1961年５月９日生）

1996年４月 公認会計士登録
2000年４月 弁護士登録
2004年１月 原口総合法律事務所（現 英和法律事務所）

所長（現任）
2008年６月 株式会社早稲田アカデミー監査役
2011年10月 MRT株式会社社外監査役（現任）
2016年２月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）
2017年６月 株式会社早稲田アカデミー取締役（監査等委

員）（現任）
2024年６月 サイプレス・ホールディングス株式会社

社外監査役（現任）

2,500株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

株式の数

３

新任
社外
まえ かわ まさ ゆき

前 川 昌 之
（1965年３月30日生）

1991年10月 中央新光監査法人入社
2001年 3 月 公認会計士税理士前川昌之事務所 所長

（現任）
2004年12月 株式会社モブキャスト(現株式会社モブキャ

ストホールディングス) 監査役
2005年 7 月 株式会社トランザス(現当社) 監査役
2006年 5 月 株式会社CONSOLIX設立 代表取締役社長

（現任）
2014年 3 月 株式会社トランザス(現当社) 取締役
2015年 2 月 株式会社アイ・ピー・エフ・コーポレーショ

ン 代表取締役（現任）
2021年 6 月 株式会社クレスコ 社外取締役 監査等委員

（現任）
2021年 6 月 アイエーグループ株式会社 社外取締役
2023年11月 黒谷株式会社(現株式会社MERF) 社外取締

役（現任）

155,000株

※１ 取締役候補者岡安俊英氏、原口昌之氏、前川昌之氏は社外取締役候補者であります。
※２ 取締役候補者岡安俊英氏は、公認会計士として監査法人での経験を有しており、また、財務・会計に精通

していることから、当社の経営の適切な監督及び経営の健全性の確保に貢献いただくことが期待できるも
のと判断し、監査等委員である社外取締役候補者といたしました。また、同氏の当社での監査等委員であ
る社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって８年となります。

※３ 取締役候補者原口昌之氏は、弁護士・公認会計士として企業法務並びに財務・会計に精通しており、ま
た、他の会社の社外取締役や社外監査役としての経験から、企業経営に関する見識を有していることか
ら、当社の経営の適切な監督及び経営の健全性の確保に貢献いただくことが期待できるものと判断し、監
査等委員である社外取締役候補者といたしました。また、同氏の当社での監査等委員である社外取締役と
しての在任期間は、本総会終結の時をもって10年２ヶ月となります。

※４ 取締役候補者前川昌之氏は、公認会計士として他の会社の社外取締役や社外監査役としての経験から、企
業経営に関する見識を有していることから、当社の経営の適切な監督及び経営の健全性の確保に貢献いた
だくことが期待できるものと判断し、監査等委員である社外取締役候補者といたしました。また、同氏は
新任の社外取締役候補者であります。

※５ 各取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
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※６ 当社は、取締役として有用な人材を迎えることができるよう、取締役（業務執行取締役等であるものを除
く）との間で、当社への損害賠償責任を一定範囲に限定する契約を締結できる旨を定款に定めておりま
す。当社は、岡安俊英氏、原口昌之氏と当該責任限定契約を結んでおりますが、本議案が承認可決された
場合には当該責任限定契約を継続する予定であります。当該責任限定契約内容の概要は次のとおりであり
ます。
・取締役が任務を怠ったことによって当社に会社法第423条第１項の損害賠償責任を負う場合は、会社法
第425条第１項に規定される最低責任限度額を限度として、その責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、取締役がその責任の原因となった職務の遂行について善意かつ重大
な過失がないときに限るものとする。

※７ 当社は、取締役として有用な人材を迎えることができるよう、取締役（業務執行取締役等であるものを除
く）との間で、当社への損害賠償責任を一定範囲に限定する契約を締結できる旨を定款に定めておりま
す。
取締役候補者前川昌之氏の選任が承認された場合には、同氏と当該責任限定契約を締結する予定でありま
す。当該責任限定契約内容の概要は次のとおりであります。
・取締役が任務を怠ったことによって当社に会社法第423条第１項の損害賠償責任を負う場合は、会社法
第425条第１項に規定される最低責任限度額を限度として、その責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、取締役がその責任の原因となった職務の遂行について善意かつ重大
な過失がないときに限るものとする。

※８ 当社は取締役全員を被保険者とする役員等賠償責任保険契約を締結しており、被保険者である取締役がそ
の職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのあ
る損害が填補されます。なお、各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者となり、任
期中に当該保険契約を同内容で更新する予定であります。
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第３号議案 会計監査人選任の件
当社の会計監査人でありますそうせい監査法人は、本総会の終結の時をもって任期満了により

退任されますので、新たに会計監査人の選任をお願いいたしたいと存じます。
また、監査等委員会が赤坂有限責任監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、新たな視点

での監査が期待できることに加え、当社の事業規模に適した専門性、独立性、品質管理体制を有
していること、及び監査報酬の水準等を総合的に勘案した結果、当社の会計監査人として適任で
あると判断したためであります。

会計監査人候補者の名称、主たる事務所の所在地及び沿革等は、次のとおりであります。

名 称 赤坂有限責任監査法人

主 た る 事 務 所 東京都千代田区紀尾井町4番1号

沿 革 2008年５月 設立

概 要

資本金 19,000千円

構成人員 公認会計士 44名
(従業員：26名、非常勤18名)

公認会計士試験合格者 ８名
(従業員： ５名、非常勤３名)

その他従業員 17名

合計 69名

以 上

2026年03月25日 15時22分 $FOLDER; 40ページ （Tess 1.50(64) 20251126_01）



定時株主総会会場ご案内図

神奈川県横浜市西区高島二丁目13番12号
崎陽軒本店５階 宴会場 マンダリン（イースト）

交通のご案内
●JR線 横浜駅 東口 徒歩１分
●みなとみらい線 横浜駅 東口 徒歩１分
●京急本線 横浜駅 東口 徒歩１分
●東急東横線 横浜駅 東口 徒歩１分
●相鉄本線 横浜駅 東口 徒歩１分
●横浜市営地下鉄ブルーライン 横浜駅 徒歩５分

※会場には駐車場の用意はございませんのでご了承ください。
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